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600MHz (立命館大)及び 950 MHz（蛋白質研究所）NMR装置を用いて、リン酸化ユビキチン及びその
リン酸化模倣変異体 S65Dと S65Eの立体構造と構造揺らぎに関する研究を行った。 
①	 立命館大学にて、リン酸化ユビキチン模倣変異体 S65Dと S65Eの安定同位体試料を作成し NMR信
号帰属を行った。リン酸化酵素 PINK1および野生型ユビキチンから、リン酸化ユビキチンを作成し
た。リン酸化ユビキチンは、立体構造が大きく異なる major 構造と minor 構造の化学平衡にあるこ
とが示されており、それぞれに由来する NMR信号を 600 MHz及び 950 MHz装置を用いて個別に
信号帰属した。 

②	 リン酸化ユビキチン模倣変異体 S65D について、15Nスピン緩和測定を 600 MHz及び 950 MHz装
置を用いて行い、15N-R1, R2, NOEの周波数依存性を調べた。モデルフリー解析をおこない、種々の
時間スケールで生じる運動性について解明した。 

③	 S65D変異体およびリン酸化ユビキチンについて、高圧力 NMR測定(600MHz装置)を行った。化学
シフトや信号強度の圧力応答について、野生型の結果を比較解析行った。リン酸化ユビキチンは、立

体構造が大きく異なる major 構造と minor 構造の化学平衡にあることが示されており、それら構造
の圧力応答について比較解析した。 

④	 リン酸化ユビキチンの立体構造研究を行った。 
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